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1                830TT-OM-039A 

 

１．概要 

このＴＳ油圧パッケージは、低圧大容量、高圧小容量のポンプを備え、負荷が大きくなると 

アンロード弁により高圧小容量ポンプのみ作用するコンビネーション形です。 

アクチュエーターの制御には電磁切換弁が必要です。 

ご使用の前に、この｢取扱説明書｣をよくお読みいただき、正しくお使い下さい。 

 

２．仕様 

  

 形        式 ＴＳ－１５ＥＰ５ＴＩ－２００７Ｖ 

 定  格  圧  力 １４ＭＰａ  

 無負荷時吐出量 １９.３／２３.４ Ｌ／ｍｉｎ （５０／６０Ｈｚ） 

 アンロード時吐出量 ３.０／３.６ Ｌ／ｍｉｎ （５０／６０Ｈｚ） （５ＭＰａ） 

 リリーフ弁調整範囲 ６.５～１４ ＭＰａ  

 アンロード弁設定範囲 ３～５ ＭＰａ （内蔵固定） 

 タ ン ク 容 量 ８ Ｌ  （上下限差 １．７Ｌ） 

 電        源 三相 ，ＡＣ２００Ｖ，５０／６０Ｈｚ （ＡＣ２２０Ｖ ６０Ｈｚ） 

 モーター 形 式 全閉外扇形 

 モーター 出 力 １．５ ｋＷ 

 定  格  電  流 ６.８／６.４ Ａ （６.０ Ａ） 

 回  転  方  向 ファンカバー側より見て右回転 

 大   き   さ 幅２６１×奥行２９１×高６１２ ㎜ 

 質        量 ４１.０ ｋｇ 

 取 付 け 方 向 タンクを下側にして垂直取付け 

 

３．油圧回路図 

図１に示す様に低圧大容量と高圧小容量の２台の 

ポンプ、リリーフ弁、アンロード弁が内蔵されています。 

オプションで電磁切換弁、積層弁、空冷オイルクーラー 

                                        の取付けができます。 

 

                                        ☆ポートサイズ 

                                         Ｐ，Ｔ，Ｒ１，Ｒ２ポート･･････Ｒｃ３／８ 

                                          ＜オプション＞ 

                                         Ａ，Ｂポート･････････････････Ｒｃ３／８ 

                                         圧力計取り付け口･････････････Ｒｃ１／８ 

                           （ＰＧポート） 

 

    図１ 油圧回路図 
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４． 各部名称及び外観寸法 

 

 ４－１ 標準品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図２ 正面図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図３ 左側面図                図４ 右側面図 
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 ４－２ オプション品（電磁弁、積層弁付き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図５ 正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図６ 左側面図                     図 7 右側面図 

ソレノイド電圧 Ａ

 AC 100,200 V 190

 DC 12,24 V 208

( 参考)電磁弁寸法　（ mm）
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５． 各部の機能 

 

 ５－１ 標準品 （図２，３，４参照） 

 

 ①モーター・・・・・・全閉外扇形連続定格の三相誘導モーターです。結線は、端子箱内端子台 

            に確実にビス止めして下さい。 

            回転方向は、ファンカバー側より見て右回転が正常です。 

 

 ②バルブブロック・・・本機の中心的役割を果たすもので、リリーフ弁、アンロード弁が内蔵 

            されています。Ｒ１，Ｒ２ポート以外の六角穴付プラグは、外さない 

            で下さい。 

 

 ③タンク・・・・・・・バルブブロックに４本のボルトで取り付けられています。 

            最高８Ｌの油圧油が入ります。 

 

④リリーフ弁・・・・・油圧回路内の最高圧力を規制する為の弁です。出荷時、定格圧力に 

          設定してありますが、ノブを回す事により、定められた範囲で調整 

          が可能です。 

          出荷時は緩み止めナット(M8)を締めてあります。 

 

⑤アンロード弁・・・・モーターの負荷を軽減する為、回路内圧力がアンロード弁設定圧力 

          以上になると、大容量ポンプの吐出油をタンクへ戻す働きをする弁です。 

 

⑥ポート・・・・・・・Ｐ：油の吐出口です。 サイズＲｃ３／８ 

            Ｔ：油の戻り口です。 サイズＲｃ３／８ 

             電磁弁付きは、Ｐ、Ｔポートがサブプレートに隠れます。 

            Ｒ１，Ｒ２：油の戻り口です。 サイズＲｃ３／８ 

             通常、六角穴付きプラグでシールしてあります。 

             クーラーを取付ける場合はこのポートに接続します。 

 

⑦注油口兼・・・・・・注油の際、フタを９０°回転させるだけで簡単に取り外しができます。 

  エアブリーザー   使用中は必ずフタをして異物の侵入を防止して下さい。エアブリーザー 

            を兼用します。 

 

⑧油面計・・・・・・・タンク内の油面高さを確認すると同時に油の汚れを見るのにお役立て下 

            さい。最高、最低レベルの油量差は１.７Ｌです。 

 

⑨ドレンプラグ・・・・Ｍ１２の六角ボルトでシールワッシャーによりシールされています。 

            油圧油を抜き取る時に使用します。 
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 ５－２ オプション品 （図５、６、７参照） 

 

 これからの機能説明は、オプション品（電磁弁、積層弁付き）のみの機能です。 

 

⑩電磁弁用・・・・・・電磁弁、積層弁を取り付けるプレートです。電磁弁連数に合わせサブ 

  サブプレート    プレート取付ネジ（２－Ｍ６六角穴付きボルト）でバルブブロックに 

            取付きます。 

            また、正面に圧力計取付け口、左側面にＡポート、右側面にＢポート 

            があります。 

 

⑪圧力計・・・・・・・Ｐポートの圧力検出の為のＲｃ１／８のネジ穴です。 

  取付口       通常は、六角穴付きプラグでシールしてあります。 

 

⑫Ａ・Ｂポート・・・・電磁弁用サブプレートにある、アクチュエータに接続される 

            サイズＲｃ３／８のネジ穴です。 

 

⑬Ｐポート・・・・・・油の吐出口です。サイズＲｃ１／４で通常は六角穴付きプラグでシール 

            してあります。 

 

⑭電磁弁・・・・・・・アクチュエータ動作方向を切り換える為のバルブです。 

            別紙、『電磁弁切り替え型式説明』の電磁弁がオプションで取付きます。 

 

⑮積層弁・・・・・・・電磁弁と電磁弁用サブプレートの間に積層できる制御弁です。 

            別紙、『積層弁型式説明』にある積層弁が、オプションで取付きます。 

 

 

 

  ☆オプション品に関する注意事項 

   （１）パッケージに直接取付けられる電磁弁の連数は、最高３連までです。 

      ４連以上必要とする場合は、市販のサブプレートを使用し電磁弁部分を別置きと 

      して使用して下さい。 

   （２）電磁弁連数、使用する積層弁数が多い場合、それらを通過する際に生じる圧力損失 

      により、Ａポート、Ｂポートでの吐出量及びリリーフ圧力が低下します。 

   （３）電磁弁連数の変更、電磁弁、積層弁の変更等で、取付けボルトを締め付ける場合、 

      その締め付けトルクは、下記範囲にして下さい。 

     ○サブプレート取付けネジ(Ｍ６)・・・・・１０～１２Ｎ･ｍ  

     ○電磁弁取付けネジ(Ｍ５)・・・・・・・・・・６～８Ｎ･ｍ 

   （４）電磁弁及び電磁弁取付け部に、無理な力が加わらない様にして下さい。 
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６． 使用方法 

 

 ６－１ 取付け・配管方法 

 

 （１）本機はタンクを下側にして垂直に取付けて下さい。 

 

 （２）モーターは全閉外扇形になっていますが、完全に密閉されていませんので屋外に取付ける 

    時は、本機全体をカバーで覆って下さい。 

 

 （３）設置場所の環境は、通気性が良く、周囲温度１０～４０℃が理想的です。 

 

 （４）電源の配線は、端子を確実にビス止めし端子箱のフタをして下さい。 

    結線方法は、Ｒ－Ｕ、Ｓ－Ｖ、Ｔ－Ｗです。 

 

 （５）本機にはＲｃ３／８のＰ、Ｔ、Ｒ１、Ｒ２ポート（図２、４参照）、オプション品（電磁弁 

    付き）の場合、Ａ、Ｂ、Ｒ１、Ｒ２ポート（図４、６、７参照）があります。ここへ接続 

    する配管材料はＲｃ３／８を使用して下さい。他の部品の配管材料もＲｃ３／８、又は、 

    それ以上のものを使用して下さい。 

 

 （６）使用する配管材は、十分にフラッシングしたものを使用して下さい。 

 

 （７）配管材を接続する時は、漏れ防止のためシールテープ等を使用し、ねじ込みトルクは 

    ３０Ｎ･ｍ程度にして下さい。 

 

 

 

 ６－２ 作動油 

 

 （１）タンク内に作動油は入っていません。使用の前に注油口兼エアブリーザー（図２参照） 

    のキャップを外して注油して下さい。 

 

（２）作動油は清浄な石油系作動油で粘度グレードが ＩＳＯ ＶＧ３２～６８のものを使用し 

   て下さい。 

    使用頻度が激しく、油温が６０℃以上になる時は、ＩＳＯ ＶＧ６８を使用して下さい。 

 （３）タンク内の油量は最高レベルで８.０Ｌ、最低レベルで６.３Ｌです。 

 

 （４）実使用時間 約１０００ｈｒ毎を目安に全油を新油と交換する事を推奨します。 
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 ６－３ 初めて始動する時の注意事項 

 

 （１）シリンダや他の油圧機器が油圧回路図通り配管されているか、また電気配線に問題はない 

    か確認して下さい。 

 

 （２）モーターの回転方向が正常な事を確認して下さい。 

    回転方向は、ファンカバー側より見て右回転です。 

 

 （３）作動油が油面計の最高レベルと最低レベルの間にある事を確認して下さい。 

 

 （４）ポンプが油を吸入しにくい場合がありますので、ポンプに負荷がかからない状態にして 

 始動して下さい。油を吸入できないとポンプロックを起こす事がありますので、 

インチングを数回繰り返して、ポンプを馴染ませてから連続運転に切り替える事を推奨しま

す。 

 

 （５）作動油が配管やシリンダの中へ行き渡るまで、タンク内の油は減少しますので、タンク内 

    の最大油量が油面計の最高レベルに来るまで追加補給して下さい。又、シリンダの押し端、 

    引き端で油面の高さは変わりますが、常に油面の最高レベルと最低レベルの間で使う様に 

して下さい。容量差は１.７Ｌです。 

 

 （６）回路内のエアはシリンダまたは配管の上部から抜いて下さい。この部分からのエア抜きが 

    困難な場合は、シリンダ両端で４～５秒のリリーフ弁動作を数回繰り返す事により、ほぼ 

    エアが抜けます。 

 

 ６－４ 圧力計の取付方法 

 

 （１）回路内の圧力確認の為に、圧力計を取り付ける事をお勧めします。 

 

 （２）本機オプション品（電磁弁付き）には、Ｐポートの圧力を確認する為のＲｃ１／８の 

    圧力計取付けポートがあります。（図５参照） 

 

 （３）圧力計取付けポートにチェック弁付きカプラを取付け、必要時のみ圧力測定を行う様に 

    すれば、圧力計の数量が少数で、しかも圧力計の耐用年数も延ばす事ができます。 

使用する圧力計はグリセリン入りを推奨します。 
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 ６－５ リリーフ弁設定圧力の調整 

 

 本機にはリリーフ弁が内蔵されています。 （図２参照） 

 出荷時には定格圧力に設定してありますが、必要に応じて定められた範囲で調整する事ができ 

 ます。 

 

 （１）必ず圧力計で確認しながら調整を行って下さい。 

 （２）調整は緩み止めナット(Ｍ８)を緩め、ノブを回して行います。右に回せば増圧、左に回せば

減圧します。調整終了後は、ナットを締めて下さい。 

 （３）このリリーフ弁は、トラブル防止の為、調整範囲外での設定はできませんので、無理に 

    ノブを回さないで下さい。 

 

６－６ 運転上の注意事項 

 

 （１）モーター及びポンプ寿命、油温上昇の観点から、定格圧力内で使用して下さい。 

 

 （２）電源には必ずブレーカーを組込んで下さい。モーターの焼損の恐れがあります。 

 

 （３）電源コードを引張ったり、上に重いものを絶対に乗せないで下さい。 

    火災や感電の原因になります。 

 

 （４）静電防止及び感電防止の為に、端子箱または、モーターベースにあるアース端子  

    にアース線を接続して下さい。 

 

 （５）アンロード弁設定圧力範囲内では、ポンプの騒音、振動、脈動が非常に大きくなり、 

    電流・電力も高くなりますので、無負荷運転時は、できる限り低い圧力で使用する 

事をお勧めします。 

 

 （６）バルブブロック（図２）及び、電磁弁用サブプレート（図５）には数ヶ所、六角穴付き 

    プラグ（詰栓）がありますが、Ｒ１、Ｒ２ポート、圧力計取付けポート以外は、運転中 

    又は、停止時においても絶対に緩めないで下さい。本機の機能を損なう事があり 

    ます。 

 

 （７）使用条件により、かなり油温が上昇する事があります。特にリリーフ弁の長時間 

    作動や流量制御は発熱の原因となります。できるだけ６０℃以下の油温でご使用 

    下さい。この油温を越える時は、運転条件を楽にするか補助タンクやクーラーを別 

    に取り付ける様にして下さい。このパッケージはオプションで空冷オイルクーラー 

    を取り付ける事ができます。 

    （別紙『空冷オイルクーラー付き資料』参照） 

 

 （８）アンロード弁の切り換り過渡状態での長時間使用は、極端な油温の上昇のほかポンプ 

    寿命を短くしますので使用しない様にして下さい。 
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６－７ 油温上昇計算式 

 

 下記、油温計算式を利用して、油温の概略値を求める事ができます。 

油温（℃）＝室温（℃）＋Δｔ          Δｔ：油温上昇値（Ｋ） 

 

   ○プレス作業の様に、一定のサイクルで運転される場合 

 

    （ａ）シリンダ停止時、モーターも停止する場合 

       Δｔ＝５Ｘ＋１５ 

    （ｂ）シリンダ停止時、モーターを止めず電磁弁で吐出油をタンクへ戻す場合 

       Δｔ＝２Ｘ＋３０ 

 

      ここで、 

             Σ Ｐｎ・Ｔｎ     Ｐｎ：ポンプ吐出圧力（ＭＰａ） 

         Ｘ＝ ─────────    Ｔｎ：圧力Ｐｎで運転される時間（ｓｅｃ．） 

                Ｔｃ       Ｔｃ：１サイクルの時間（ｓｅｃ．） 

 

   ○クランプ、チャッキングの様に連続してリリーフ状態で運転される場合 

 

    （ｃ）Δｔ＝４Ｐｒ＋４０        Ｐｒ：リリーフ弁設定圧力（ＭＰａ） 

 

    計算上の注意 

    ※１ 簡略式ですので、実測値と比べ誤差が生じます。 

       タンク容量を大きくした場合、下記の数値を計算値よりマイナスして下さい。 

        ８Ｌ → １４Ｌ：２（Ｋ） 

 

                 リリーフ動作時間 

    ※２ リリーフ動作割合 ［ ───────── ×１００ ］ が８０％を超える場合。 

                  １サイクル時間 

 

       （ｃ）の式にて計算して下さい。 
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７． 保守・点検 

 

 ７－１ 作動油の補給・交換 

 

  （１）長時間使用により油漏れなどの為、作動油が油面計の最低レベル以下になった時は、 

     作動不良の原因となりますので新油を補給して下さい。 

  （２）実使用時間約１０００ hrを目安に、油の劣化による特性や寿命の低下防止の為に全部 

の油を新油と交換する事を推奨します。油を抜く時はドレンプラグ（図２参照）を取り外

して行なって下さい。 

 

 ７－２ 吸入フィルターの洗浄 

 

  （１）吸入フィルターが目詰まりすると騒音や流量不足の原因となります。定期的に洗浄して 

     下さい。１日、８時間程度の使用で、１年に１～２回行なって下さい。 

  （２）タンク内に低圧大容量ポンプ用高圧小流量ポンプ用の吸入フィルターが組み込まれてい 

     ます。タンク取付けボルト（図３参照）を緩めてタンクを取り外して行なって下さい。 

     この際、吸入フィルターをタンクに引っ掛けない様ご注意下さい。 

 

 ７－３ 作動圧力の確認 

 

  （１）作動圧力に異常がないか定期的に確認して下さい。（１～２ヶ月に１回） 

  （２）リリーフ弁設定圧力が変化している時は、安易に設定圧力を調整しないで原因を調査し 

     て下さい。 

  （３）リリーフ弁設定圧力は油温によって若干変化します。 

     例えば、油温３０℃で１４ＭＰａだったものが６０℃に油温上昇 

     すると１３.６ＭＰａ位に圧力降下する事があります。 

 

 ７－４ 油温の確認 

 

  （１）６－６－（７）項に記した様に、油温は６０℃が限界となりますので定期的に確認 

     して下さい。 

  （２）簡易的にタンクに手を触れて油温を推定できます。 

       ○油温６０℃   手で１０秒程度しか触れていられない。 

       ○油温８０℃   指１本で２～３秒程度しか触れていられない。 

 

 ７－５ 油漏れ・エア吸い 

 

     油漏れ、エア吸いは性能低下の原因となります。発見した時は、配管接合部を再配管 

     するか増し締めして下さい。 
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８． 異常と処置  

 

異  常  内  容 原       因 処       置 

モーターが回転しない 

 

⚫ 配線不良 

⚫ モーター焼損 

⚫ 配線し直し 

⚫ モーター交換 

モーターの回転が遅い ⚫ 配線不良（二相運転） 

⚫ リレー接点溶着（二相運転） 

⚫ 配線し直し 

⚫ 接点交換 

モーターは回転しているが 

油が吐出しない 

⚫ タンク内の油量不足 

⚫ 配管部よりエア吸入 

⚫ フィルター目詰まり 

⚫ 作動油補給 

⚫ 再配管 

⚫ 吸入フィルター洗浄 

規定油量が吐出しない 

 

⚫ 油温が高過ぎる 

 

 

⚫ 圧力がリリーフ弁設定圧力

に近い 

⚫ 使用頻度をゆるくする 

  補助タンクを使用する 

  クーラーを取付ける 

⚫ 使用圧力を下げる 

規定圧力が発生しない ⚫ 油温が高過ぎる 

 

 

⚫ リリーフ弁調整不良 

⚫ 配管部より油漏れ 

⚫ 使用頻度をゆるくする 

  補助タンクを使用する 

  クーラーを取付ける 

⚫ リリーフ弁再調整 

⚫ 再配管 

異 常 発 熱 ⚫ 使用圧力が高過ぎる 

⚫ 使用頻度が激しい 

 

⚫ アンロード弁切換り 

  過渡状態で長時間使用 

⚫ 定格圧力内で使用 

⚫ 使用頻度をゆるくする 

クーラーを取付ける 

⚫ 切換り過渡状態での 

  長時間使用をやめる 

異 常 騒 音 

 

⚫ 作動油の粘度が高い 

⚫ 吸入フィルター目詰まり 

⚫ アンロード弁設定圧力範囲

内で使用 

⚫ 規定粘度油に交換 

⚫ 吸入フィルター洗浄 

⚫ 配管材のサイズを大きくし

圧力損失をおさえる。 

 

※内部機構に起因すると思われる異常については、なるべく現状保持の状態で弊社宛修理を 

 要請して下さい。 

 

※外部からの異物侵入により異常となる場合がありますので、配管の際、配管材その他から異物侵入 

する事のない様ご注意下さい。 
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＜別紙＞電磁弁切り替え型式説明 及び 積層弁型式説明 ① 

注）デザイン番号や取扱いモデルは予告無く変更する場合があります。 

   ご了承願います。 

●仕様 

最高使用圧力 最大流量 許容背圧

MPa L/min MPa AC,DC
サージキラー内蔵

ランプ付き DINコネクタ型

KSO－G02 1/4 35(*25) 100 17.5 240 100 IEC Pub529 IP65

最高切替頻度　回/分
呼び径基本形式 外被の保護形式

注）電磁弁、切替弁については、 

ダイキン製を標準としておりますが、 

都合により、他メーカー製のものを 

使用する場合もあります。 

   ご了承願います。 

※スプール形式・作動方式が 5C、66C、51C の最高使用圧は 25MPa 

AC DC

KSO-G02-2C

KSO-G02-3C

KSO-G02-66C

KSO-G02-7C

KSO-G02-4C

KSO-G02-2D

KSO-G02-2B

KSO-G02-2A

KSO-G02-2A-H2

KSO-G02-2B-2T

シ
ン
グ
ル

形式 JIS記号

2.2

1.5 1.7

1.8

質量(kg)

ダ
ブ
ル

(代表) 
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＜別紙＞電磁弁切り替え型式説明 及び 積層弁型式説明 ② 

 

絶縁種別

KSO-G02

連続 50MΩ AC1500V 1分 B種(巻線はAC：H種、DC：F種)

耐電圧時間定格 絶縁抵抗

名称 JIS記号 質量(kg)

電磁切換弁

Pポート
チェック弁

MC-02P-＊＊-65 35MPaシリーズ
　
クラッキング圧力
05：0.05MPa
50：0.5MPa

0.9

パイロット
チェック弁

MP-02＊-＊＊-55
 

                    A：Aポート制御
                    B：Bポート制御
                    W：ABポート制御

25MPaシリーズ
 
クラッキング圧力
20：0.2MPa
50：0.5MPa

1.1

減圧弁

MG-02＊-＊＊-55

                    A：Aポート制御
                    B：Bポート制御
                    P：Pポート制御

25MPaシリーズ

圧力調整範囲
03：0.3-3.5MPa
  1：0.7-7.0MPa
  2：3.5-16.0MPa

1.1

リリーフ弁

MR-02＊-＊＊-55
 
　
 
                    A：Aポート制御
                    B：Bポート制御
                    P：Pポート制御

25MPaシリーズ
 
圧力調整範囲
1： ※  -7.0MP
2：3.5-16.0MPa
3：3.5-25.0MPa

※最低圧力は流量により異なります。

1.4

メータアウト
スロットル弁

MT-02＊-55
　　　　　　　　　　A：Aポート制御
　　　　　　　　　　B：Bポート制御
　　　　　　　　　　W：ABポート制御

25MPaシリーズ

クラッキング圧力 0.08MPa
1.3

(A,Bは1.0)

メータイン
スロットル弁

MT-02＊i-55
　　　　　　　　　　A：Aポート制御
　　　　　　　　　　B：Bポート制御
　　　　　　　　　　W：ABポート制御

25MPaシリーズ

クラッキング圧力 0.08MPa
1.3

(A,Bは1.0)

形式

上表参照

方
向
制
御
弁

圧
力
制
御
弁

流
量
制
御
弁

注）電流、電圧は、20℃における値です。 

   起動電流は、可動鉄心 が固定鉄心から最も離れた位置にある時の値です。 

●積層弁型式説明 (代表) 
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＜別紙＞空冷オイルクーラー付き資料 

●概要 

使用頻度が高い場合、あるいは 

連続運転の使い方で、油温が 60℃ 

を超える場合に御使用下さい。 

●仕様 

●ファンクーラーの取付け寸法 

注 記 

1. ファンクーラー取付時は、待機中も油を 

循環させる回路として下さい。 

2. ファンクーラー取付時は、パッケージ 

本体及びクーラーファンは連続運転で 

ご使用下さい。 

3. ファンクーラーを別置きで設置する 

場合や後から取付ける場合は、予め 

ご相談下さい。 

油圧回路図 

電  源 AC200V,1φ

入  力 35/33W     （50/60Hz）

電流値 0.25/0.21A（50/60Hz）

1MPa（静圧）

5kg

ファン

モーター

最高使用圧力

概算質量(取付金具含む)
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履  歴  表 

 

標準書№ 改訂№ 年 月 日 改訂内容 作成 照査 承認 

730TT-OM-039 4695A 15.6.9 

新たに No.を取得して新規発行 

(高効率モーターに切替え) 

参考資料追加 

梅田 神野 平沼 

830TT-OM-039A 5301A ’22.11.23 
外観図誤記訂正。油圧回路図を最新 JISの

油圧記号で作成、差替え。文言修正。 
神野 亀田 阿部 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

 


